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既存の大学

教養教育／専門基礎教育

専門教育：学術志向

一般管理的人材
・専門職的人材

キャリア教育
※一人一人の社会的・ 職業的自立に向け、

必要な基盤となる能力や態度を育てること
を通して、キャリア発達を促す教育

実践的専門人材

専門教育：実践志向の職業教育
※一定又は特定の職業に従事するために必要な

知識、技能、能力や態度を育てる教育
（実践志向のもの）

言語・語学的スキル

数量的スキル

「学士力」

専門的知識、
応用的知識･技能

論理的思考力

リーダーシップ力

チームワーク力

問題解決力

情報リテラシー

キャリア発達

キャリアデザイン力

コミュニケーションスキル

しっかりした職業観

＋専門知識の深化 専門高度化

＋実践力の深化 実践力強化
＋一定の職業分野の関連知識等

の修得 分野全般の精通等
＋知識･技能等･統合･活用による

課題解決力の修得 総合力強化

新たな高等教育機関

《参考》大学の機能別分化
中教審「我が国の高等教育の将来像（答申）」

に挙げられた大学の各種機能

１ 世界的研究・教育拠点
２ 高度専門職業人養成
３ 幅広い職業人養成
４ 総合的教養教育
５ 特定の専門的分野（芸術、体育等）の
教育・研究

６ 地域の生涯学習機会の拠点
７ 社会貢献機能 （地域貢献、産学官連携、

国際交流等）

●長期･複数の現場実習
●一定の実習・演習

ＰＢＬ
●産業界との連携による

教育課程編成

ミッション
（必修化or義務付け)
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修業年限のパターン例

（１）学士相当の学位取得に導く課程 （２）短期大学士相当の学位取得に
導く課程

≪前期・後期の区分なし≫

就職
大学院進学

1年 2年 3年 4年

≪前期・後期の課程を区分（2年+2年の例）≫

就職
大学院進学

1年 2年 3年 4年

進級

就職／他機関編入学

再入学・編入学

学
位

（短
期
大
学
士
相
当
）就職

大学編入学

活用例 主として高卒後の若者や社会人等が、
特定職種の入職レベルの資格取得とともに、
職業人としての基礎的・汎用的能力等や実践
的な対応力を養うための知識・技能等を修得。

2

活用例 主として高卒後の若者や学位等を持たない社会人等が、幅広
い基礎・教養と、特定職種における高度で実践的な専門知識・技
能を併せて修得。

活用例 【前期と後期】 高卒時点で将来進むべき特定の職種を決めて いない学生が、前期に、一定の

職業分野の幅広い知識等を学んだ後、後期に、自ら選んだ特定職種の専門性を

深める 課程へ進級

【前期のみ】 主として高卒後の若者が、特定職種における入職レベルの知識･技能等に

加え、関連の職業分野の基礎･教養等を修得
※課程修了後、一旦就職した後、再入学して専門性を深めることも可

【後期のみ】 大学編入学資格を有する社会人等が後期に編入学し、特定の職種で必要とさ

れる高度で実践的な専門知識・技能、関連職業分野の幅広い知識等を修得。

《大学・短大との接続》 学術を基盤とした既存の大学・短大に学んだ学生が、新たな機関

の後期へ編入学し、大学・短大での学修の上に、より実践的な職業教育を積上げ。

《高専・専門学校との接続》 特定の職業人養成に特化した教育を受けた高専・専門学校

の学生が、新たな機関の後期へ編入学し、専門性の深化・実践力強化を図りつつ、

さらに幅広い教養を修得。
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従来型の
履修による
学位取得

（期限を付さない）
長期履修による
学位取得

短期プログラム
の積み上げに
よる学位取得

『学内単位バンク』
を活用した
学位取得

６２単位

入
学
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進
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６２単位６２単位
入
学
・

進
級

６２単位

単位バンク
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後期課程

短大･高専
･専門学校

新たな高等教育機関

就
職
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編
入
学

再
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学

編
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※  長期履修学生に係る収容定員上算定の取扱については、 履修の実態に応じ、
実員数に一定の係数（例えば、前年度の履修単位数÷３１など）を乗じて按分。

※ 長期履修学生の授業料については、単位制授業料の導入など、設置者において適切に配慮。

社会人･パートタイム学生向けの多様な学習機会の提供

科目等履修
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遠隔授業

前期課程

※ 後期課程と同様、
多様な学習スタイル
による学習機会を
提供
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